
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定の

観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよび所定の
照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを先端面に配置した先

端部に設けられる略筒状のフード本体と、
　前記フード本体に突設され、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、
　前記突出部に設けられ、前記 に沿って形成された入射光導光部と、
　前記突出部に設けられ、前記入射光導光部とは異なる形状に形成されるとともに前記

に沿って形成された照明光導光部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定の

観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよび所定の
照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを先端面に配置した先

端部に設けられる略筒状のフード本体と、
　前記フード本体に突設され、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、
　前記突出部に設けられ、前記 に沿って形成されるとともに一部に前記 に沿
って形成された照明光導光部を備えた入射光導光部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用フード。
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【請求項３】
　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定の

観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよび所定の
照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを先端面に配置した先

端部に設けられる略筒状のフード本体と、
　前記フード本体に突設され、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、
　前記突出部に設けられ、前記 に沿って形成した入射光導光部と、
　前記突出部のうち、前記照明レンズに対して前記対物レンズとは反対側に位置する部分
を含む所定の範囲を前記 に沿って形成した照明光導光部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項４】
　前記照明光導光部は、前記突出部の先端部を切欠させて形成された凹部であることを特
徴とする請求項１から３に記載の内視鏡用フード。
【請求項５】
　前記照明光導光部は、前記突出部の壁面に形成された孔であることを特徴とする請求項
１から３に記載の内視鏡用フード。
【請求項６】
　前記照明光導光部は、前記突出部の先端部内周面に前記照明光の出射角度と略同角度に
形成された傾斜面であることを特徴とする請求項１から３に記載の内視鏡用フード。
【請求項７】
　前記照明光導光部は、対物レンズからの距離よりも照明レンズからの距離が近くなるよ
うな前記突出部の一部に設けたことを特徴とする請求項１から３に記載の内視鏡用フード
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、略筒状のフード本体が内視鏡の挿入部の先端部に着脱可能、または一体的に設
けられた内視鏡用フードに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、内視鏡の挿入部の先端部に内視鏡用フードが着脱可能、または一体的に配設され
た状態で使用される場合がある。図７（Ａ）は内視鏡の挿入部ａの先端部に内視鏡用フー
ドｂが装着された状態を示すものである。ここで、内視鏡の挿入部ａの先端面ａ１には観
察光学系の対物レンズｃと、照明光学系の照明レンズｄとがそれぞれ設けられている。そ
して、照明レンズｄから出射される照明光によって観察視野内が照明されるとともに、こ
の照明光によって照明されている照明範囲の観察視野内の観察画像が対物レンズｃに入射
され、内視鏡の観察画像として例えばモニタの画面に表示されるようになっている。
【０００３】
また、内視鏡用フードｂには略円筒状に形成されたフード本体ｂａが設けられている。こ
のフード本体ｂ１には内視鏡の挿入部ａの先端部に固定される固定部ｂ２が設けられてい
る。
【０００４】
さらに、この固定部ｂ２の先端部には内視鏡の観察視野方向に突出する突出部ｂ３が延設
されている。そして、内視鏡の挿入部ａの先端部の先端面ａ１に露出した観察光学系の対
物レンズｃが管腔内壁面に直接当接することをこの内視鏡用フードｂによって防止するよ
うになっている。
【０００５】
また、内視鏡観察時には観察対象の生体組織と対物レンズｃとの間の距離が大きい状態で
は対物レンズｃの観察視野内に挿入される観察対象の範囲が大きくなる。このとき、観察
対象の生体組織と対物レンズｃとの間の距離と、対物レンズｃの観察視野内に挿入される
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観察対象の生体組織の表示範囲とは比例して変化する。そのため、観察対象の生体組織と
対物レンズｃとの間の距離が大きく、生体組織の表示範囲が広い状態で、例えば目的の病
変部位を探す作業を行うようになっている。
【０００６】
また、目的の病変部位を見つけた後、内視鏡の挿入部ａの先端部を目的の病変部位に接近
させて目的の病変部位をできるだけ拡大させて詳細に表示させるようになっている。この
とき、内視鏡用フードｂの突出部ｂ３の先端を生体組織に突き当てることにより、観察対
象の生体組織と対物レンズｃとの間の距離を一定距離で保持するようになっている。
【０００７】
また、特開２００１－２２４５５０号公報には、内視鏡用フードの内壁部分を矩形状の観
察光学系の観察視野の外縁に沿う角張った形状に形成することにより、矩形状の観察光学
系の観察視野が内視鏡用フードの内壁部分によって遮られることを防止する構成が示され
ている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、内視鏡用フードｂは突出部ｂ３の先端部を生体組織に突き当てて使用する場合
があるので、内視鏡用フードｂ３は一般にゴムなどの軟らかい材料で形成されている。こ
のゴムなどの軟らかい材料では光を透過させることができないので、内視鏡観察時には照
明レンズｄから出射される照明光の照射範囲は内視鏡用フードｂの突出部ｂ３の先端位置
によって規制される。
【０００９】
また、内視鏡用フードｂの突出部ｂ３の先端部を生体組織に突き当てて使用する場合でも
観察光学系の対物レンズｃのピントを生体組織に合わせる必要がある。そのため、内視鏡
用フードｂの突出部ｂ３の突出長は一定の長さが必要になる。
【００１０】
また、内視鏡の挿入部ａの先端面ａ１の対物レンズｃと、照明レンズｄとは内視鏡の挿入
部ａの軸方向と直交する方向にずれた位置に配置されている。そのため、照明レンズｄか
ら出射される照明光の照射角度と、対物レンズｃに入射される観察画像の視野範囲の観察
角度とは図７（Ａ）に示すようにずれが発生する。
【００１１】
ここで、内視鏡用フードｂの突出部ｂ３の突出長を対物レンズｃの視野範囲に入らない限
界位置に設定した内視鏡用フードｂを内視鏡の挿入部ａの先端部に装着した場合には対物
レンズｃの視野範囲に内視鏡用フードｂの突出部ｂ３が挿入されることはない。しかしな
がら、この場合には照明レンズｄから出射される照明光の一部が内視鏡用フードｂの突出
部ｂ３によって遮られるので、図７（Ｂ）に示すようにモニタの画面ｅに表示される内視
鏡の観察画像内に内視鏡用フードｂの突出部ｂ３の影ｆが挿入されてしまう、いわゆる照
明光のケラレが発生する問題がある。そのため、この場合にはモニタの画面ｅに表示され
る内視鏡の観察画像の表示範囲が対物レンズｃに入射される観察画像の視野範囲よりも狭
くなる問題がある。
【００１２】
本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、フード本体の機能を落とすこ
となく、照明光のケラレによる内視鏡の観察画面上の影を低減することができ、観察性能
の良い内視鏡用フードを提供することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定
の 観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよ
び所定の 照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを
先端面に配置した先端部に設けられる略筒状のフード本体と、前記フード本体に突設され
、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、前記突出部に設けられ、前記 に
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沿って形成された入射光導光部と、前記突出部に設けられ、前記入射光導光部とは異なる
形状に形成されるとともに前記 に沿って形成された照明光導光部と、を具備するこ
とを特徴とする内視鏡用フードである。
　請求項２の発明は、管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定
の 観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよ
び所定の 照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを
先端面に配置した先端部に設けられる略筒状のフード本体と、前記フード本体に突設され
、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、前記突出部に設けられ、前記 に
沿って形成されるとともに一部に前記 に沿って形成された照明光導光部を備えた入
射光導光部と、を具備することを特徴とする内視鏡用フードである。
　請求項３の発明は、管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端を構成するとともに所定
の 観察視野範囲を 観察光学系を構成する対物レンズおよ
び所定の 照射範囲を 照明光学系を構成する照明レンズを
先端面に配置した先端部に設けられる略筒状のフード本体と、前記フード本体に突設され
、前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部と、前記突出部に設けられ、前記 に
沿って形成した入射光導光部と、前記突出部のうち、前記照明レンズに対して前記対物レ
ンズとは反対側に位置する部分を含む所定の範囲を前記 に沿って形成した照明光導
光部と、を具備することを特徴とする内視鏡用フードである。
【００１４】
　そして、本請求項１ の発明では、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲
内に形成される突出部の影の部分 明光導光部によって照明光を導光して突出部の影を
消すようにしたものである。
【００１５】
　請求項 の発明は、前記照明光導光部は、前記突出部の先端部を切欠させて形成された
凹部であることを特徴とする 内視鏡用フードである。
【００１６】
　そして、本請求項 の発明では、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に
形成される突出部の影の部分に突出部の先端部を切欠させた凹部によって照明光を導光し
て突出部の影を消すようにしたものである。
【００１７】
　請求項 の発明は、前記照明光導光部は、前記突出部の壁面に形成された孔であること
を特徴とする 内視鏡用フードである。
【００１８】
　そして、本請求項 の発明では、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に
形成される突出部の影の部分に突出部の壁面の孔によって照明光を導光して突出部の影を
消すようにしたものである。
【００１９】
　請求項 の発明は、前記照明光導光部は、前記突出部の先端部内周面に前記照明光の出
射角度と略同角度に形成された傾斜面であることを特徴とする 内
視鏡用フードである。
【００２０】
　そして、本請求項 の発明では、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に
形成される突出部の影の部分に突出部の先端部内周面の傾斜面によって照明光を導光して
突出部の影を消すようにしたものである。
【００２１】
　請求項 の発明は、前記照明光導光部は、対物レンズからの距離よりも照明レンズから
の距離が近くなるような前記突出部の一部に設けたことを特徴とする

内視鏡用フードである。
【００２２】
　そして、本請求項 の発明では、フード壁面と対物レンズとの間の距離よりもフード壁
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面と照明レンズとの間の距離が近くなるフード壁の範囲に照明光導光部を設けることによ
り、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に形成される突出部の影の部分に
照明光導光部によって照明光を導光して突出部の影を確実に消すようにしたものである。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図４を参照して説明する。図１は管腔内に挿
入される内視鏡の挿入部１の先端部分の概略構成を示すものである。この挿入部１には可
撓性を有する細長い柔軟な軟性部４が設けられている。この軟性部４の先端側には湾曲可
能な湾曲部３が設けられている。
【００２４】
さらに、挿入部１の最先端には後述する観察光学系、照明光学系などが配設された硬質な
先端部２が配設されている。ここで、先端部２と湾曲部３との間は第１の接続部５ａ、湾
曲部３と軟性部４との間は第２の接続部５ｂを介してそれぞれ接続されている。そして、
軟性部４の基端部に連結された図示しない手元側の操作部の操作によって湾曲部３の湾曲
操作を行うようになっている。
【００２５】
また、図２に示すように先端部２の先端面２ａには挿入部１の内部に延設された処置具挿
通チャンネル６の先端開口部６ａと、照明光学系の１つの照明レンズ７と、観察光学系の
１つの対物レンズ９と、送気送水用のノズル８とがそれぞれ設けられている。そして、図
示しない手元側の操作部の送気送水操作ボタンの送気操作、送水操作によって送気送水ノ
ズル８から対物レンズ９に向けて洗浄液体や気体を噴出するようになっている。
【００２６】
また、処置具挿通チャンネル６の基端部は図示しない手元側の操作部の処置具挿入口に連
通されている。そして、処置具挿入口から挿入された処置具が処置具挿通チャンネル６を
通り、先端開口部６ａから外部に延出されるとともに、操作部の図示しない吸引操作ボタ
ンの操作によって先端開口部６ａから吸引操作を行なうことにより、体腔内の液体を吸引
するようになっている。
【００２７】
また、先端部２には内視鏡用フード１０が着脱自在に装着されている。この内視鏡用フー
ド１０によって内視鏡の先端部２の先端面２ａに露出した対物レンズ９が内視鏡が挿入さ
れる管腔内壁面に直接当接することを防止して、内視鏡の視野が失われることを防止する
ようになっている。
【００２８】
この内視鏡用フード１０は例えばシリコンゴムやフッ素ゴム等の加硫ゴム、ウレタン系エ
ラストマー、アクリル系エラストマー、オレフィン系エラストマー等の熱可塑性エラスト
マー等の軟性部材により形成されている。
【００２９】
この内視鏡用フード１０には略円筒状のフード本体１０ａが設けられている。図３に示す
ようにこのフード本体１０ａの筒内には先端部側に小径部１０ｂ、この小径部１０ｂより
も後部側には大径な内視鏡固定部１０ｃがそれぞれ設けられている。ここで、内視鏡固定
部１０ｃの内径寸法は内視鏡の先端部２の外径寸法と略同径、若しくは若干小径に形成さ
れている。さらに、フード本体１０ａの小径部１０ｂと内視鏡固定部１０ｃとの間の段差
部には内視鏡の先端部２の突き当て部１０ｄが形成されている。そして、内視鏡用フード
１０の後端側から内視鏡の先端部２がフード本体１０ａの内視鏡固定部１０ｃの内部に圧
入されるようになっている。このとき、内視鏡固定部１０ｃの弾性変形により内視鏡の先
端部２がフード本体１０ａの内視鏡固定部１０ｃの前端部まで圧入され、内視鏡の先端部
２が突き当て部１０ｄに突き当てられた状態で、内視鏡用フード１０が内視鏡の先端部２
に着脱可能に固定されている。なお、内視鏡固定部１０ｃの長さは図１に示すように内視
鏡の先端部２の硬質部の軸方向の長さＬａよりも短くなる程度に設定されている。
【００３０】

10

20

30

40

50

(5) JP 3791910 B2 2006.6.28



さらに、内視鏡用フード１０のフード本体１０ａには内視鏡の先端部２より観察光学系の
視野前方の方向に突出された突出部１１が設けられている。本実施の形態では突出部１１
の突出長は例えば３ｍｍ～５ｍｍ程度に設定されている。これは、機種によって異なるが
内視鏡の対物レンズ９の観察深度の近点側のポイントが３ｍｍ～５ｍｍ程度に設定される
ことが多いため、これに合わせて突出部１１の突出長が設定される。
【００３１】
また、本実施の形態のフード本体１０ａの突出部１１の先端部には図２に示すように周方
向の一部に突出部１１の先端部によって内視鏡の視野が遮られる、いわゆる視野ケラレを
防ぐための第１の凹部１２と、内視鏡の観察画像内に内視鏡用フード１０の突出部１１の
影１３が挿入されてしまう、いわゆる照明光のケラレを防ぐための影消し用の第２の凹部
（照明光導光部）１４とが設けられている。
【００３２】
ここで、フード本体１０ａの突出部１１の第１の凹部１２は次の通り設定されている。す
なわち、図４に示すように内視鏡装置のモニタ１３に表示される内視鏡の観察画像１４は
略矩形状に形成されている。この観察画像１４は対辺方向の長さＬ１に比べて対角方向の
長さＬ２が大きい。このとき、内視鏡の対物レンズ９の視野角度は図１に示すように観察
画像１４の対辺方向の長さＬ１に対応する視野角度Ａ１に比べて観察画像１４の対角方向
の長さＬ２に対応する視野角度Ａ２の方が大きくなる。そして、内視鏡用フード１０の突
出部１１の突出長が視野角度Ａ１に合わせて周方向全体に亙り一定に形成されている場合
には観察画像１４の対角方向の長さＬ２に対応する視野角度Ａ２の周囲では内視鏡の対物
レンズ９の視野が内視鏡用フード１０の突出部１１の先端部によって遮られる、いわゆる
視野ケラレが発生する。
【００３３】
そのため、本実施の形態のフード本体１０ａの突出部１１の先端部には観察画像１４の対
角方向の長さＬ２に対応する視野角度Ａ２となる周壁部分を切欠させることにより、フー
ド本体１０ａの周方向の一部（観察画像１４の対角方向）に突出部１１の先端部によって
内視鏡の視野が遮られる、いわゆる視野ケラレを防ぐための第１の凹部１２が形成されて
いる。
【００３４】
また、フード本体１０ａの突出部１１の第２の凹部１４は次の通り設定されている。すな
わち、内視鏡の観察画像内に内視鏡用フード１０の突出部１１の影１３が挿入されてしま
う、いわゆる照明光のケラレはフード本体１０ａのフード壁と対物レンズ９および照明レ
ンズ７との間の位置関係が図３に示すようにフード壁面と対物レンズ９との間の距離より
もフード壁面と照明レンズ７との間の距離が近くなるフード壁の範囲で発生しやすい傾向
がある。この位置関係は、図２中で、θ１の範囲である。
【００３５】
そのため、本実施の形態のフード本体１０ａの突出部１１の先端部にはこの位置関係の範
囲θ１の部分で突出部１１の先端部を切欠させて図３に示すように影消し用の第２の凹部
１４が形成されている。そして、この第２の凹部１４を通して導光される照明光を対物レ
ンズ９の視野角度内に挿入されたフード本体１０ａの突出部１１の影１３の部分に照射す
ることにより、突出部１１の影１３を消すようになっている。
【００３６】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視鏡
用フード１０では、内視鏡の対物レンズ９の観察画像内にフード本体１０ａの突出部１１
の影１３が挿入されてしまう、いわゆる照明光のケラレを防ぐための影消し用の第２の凹
部１４を突出部１１の先端部に設けている。そのため、内視鏡の照明レンズ７からの照明
光の照射時にはこの第２の凹部１４を通して導光される照明光を対物レンズ９の視野角度
内に挿入されたフード本体１０ａの突出部１１の影１３の部分に照射することにより、突
出部１１の影１３を消すことができる。これにより、フード本体１０ａの機能を落とすこ
となく、照明光のケラレによる内視鏡の観察画面上の影１３を低減することができ、観察
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性能の良い内視鏡用フード１０を提供することができる。
【００３７】
なお、第１の凹部１２と第２の凹部１４は、場合によっては図２のような正面図において
同じ位置になることもありうるが、図３のような側面図において、第１の凹部１２として
の機能を果たす上で最低限必要となる深さよりも深く凹部が形成され、それが第２の凹部
１４としての機能を果たせば、本発明の範囲に含まれる。
【００３８】
また、図５は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実施の
形態（図１乃至図４参照）の内視鏡用フード１０の構成を次の通り変更したものである。
【００３９】
すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード１０では第１の実施の形態の影消し用の第２の
凹部１４に代えて突出部１１の壁面に導光用の孔２１が形成されている。そして、この突
出部１１の壁面の孔２１を通して導光される照明レンズ７からの照明光を対物レンズ９の
視野角度内に挿入されたフード本体１０ａの突出部１１の影１３の部分に照射することに
より、突出部１１の影１３を消すようになっている。
【００４０】
また、本実施の形態の内視鏡には先端部２の先端面２ａに観察光学系の１つの対物レンズ
９と、照明光学系の２つの照明レンズ７とが設けられている。そして、本実施の形態では
フード本体１０ａのフード壁と対物レンズ９および一方の照明レンズ７との間の位置関係
が第１の実施の形態と同様にフード壁面と対物レンズ９との間の距離よりもフード壁面と
照明レンズ７との間の距離が近くなるフード壁の範囲で発生する照明光のケラレ、すなわ
ち突出部１１の影１３を突出部１１の壁面の孔２１を通して導光される照明光によって消
すようになっている。
【００４１】
そこで、本実施の形態の内視鏡用フード１０では、内視鏡の対物レンズ９の観察画像内に
フード本体１０ａの突出部１１の影１３が挿入されてしまう、いわゆる照明光のケラレを
防ぐための影消し用の孔２１を突出部１１の先端部に設けている。そのため、内視鏡の照
明レンズ７からの照明光の照射時にはこの孔２１を通して導光される照明光を対物レンズ
９の視野角度内に挿入されたフード本体１０ａの突出部１１の影１３の部分に照射するこ
とにより、突出部１１の影１３を消すことができる。これにより、第１の実施の形態と同
様にフード本体１０ａの機能を落とすことなく、照明光のケラレによる内視鏡の観察画面
上の影１３を低減することができ、観察性能の良い内視鏡用フード１０を提供することが
できる。
【００４２】
さらに、本実施の形態では突出部１１の先端部に影消し用の孔２１を設けているので、突
出部１１の先端部を周方向の全体に亙り、先端位置まで延設させることができる。そのた
め、内視鏡用フード１０の強度を突出部１１の周方向の全体に亙り、略均一に確保するこ
とができるので、フード本体１０ａの機能の低下を一層、少なくすることができる。
【００４３】
なお、本実施の形態では２つの照明レンズ７の一方に対応させて突出部１１の壁面に導光
用の孔２１を設けた構成を示したが、２つの照明レンズ７のそれぞれに対応させて突出部
１１の壁面に導光用の孔２１をそれぞれ形成する構成にしても良い。
【００４４】
また、図６は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実施の
形態（図１乃至図４参照）の内視鏡用フード１０の構成を次の通り変更したものである。
【００４５】
すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード１０では第１の実施の形態の影消し用の第２の
凹部１４に代えて突出部１１の先端部に斜め外向きに屈曲させた屈曲部３１を設け、この
屈曲部３１の先端部内周面に照明レンズ７からの照明光の出射角度と略同角度に形成され
た導光用の傾斜面３２を形成したものである。
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【００４６】
そこで、本実施の形態の内視鏡用フード１０では、内視鏡の照明レンズ７からの照明光の
照射時には突出部１１の屈曲部３１における導光用の傾斜面３２を通して導光される照明
光を対物レンズ９の視野角度内に挿入されたフード本体１０ａの突出部１１の影１３の部
分に照射することにより、突出部１１の影１３を消すことができる。これにより、第１の
実施の形態と同様にフード本体１０ａの機能を落とすことなく、照明光のケラレによる内
視鏡の観察画面上の影１３を低減することができ、観察性能の良い内視鏡用フード１０を
提供することができる。
【００４７】
さらに、本実施の形態では突出部１１の先端部に斜め外向きに屈曲させた屈曲部３１を設
け、この屈曲部３１の先端部内周面に導光用の傾斜面３２を設けているので、突出部１１
の先端部を周方向の全体に亙り、先端位置まで延設させることができる。そのため、本実
施の形態でも第２の実施の形態と同様に内視鏡用フード１０の強度を突出部１１の周方向
の全体に亙り、略均一に確保することができるので、フード本体１０ａの機能の低下を一
層、少なくすることができる。
【００４８】
さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形実施できることは勿論である。
次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）　内視鏡に着脱自在または一体的に設けられた内視鏡用フード部材で、前記
フード部材は内視鏡先端に位置決め固定されることにより、内視鏡先端より突出する突出
部を備えた内視鏡フード部材において、対物レンズからの距離よりも照明レンズからの距
離が近くなるような前記突出部の一部に、観察視野範囲内の一部を照らす照明光を通す孔
部を形成したことを特徴とする内視鏡フード部材。
【００４９】
（付記項２）　上記付記項１において、孔部は突出部の先端形状に連続した凹部であるこ
とを特徴とする内視鏡フード部材。
【００５０】
（付記項３）　上記付記項１において、孔部は突出部の側壁に肉切れなく開けた孔である
ことを特徴とする内視鏡フード部材。
【００５１】
（付記項４）　上記付記項３において、前記孔は、前記照明光の出射角と略同じ角度の壁
を有することを特徴とする内視鏡フード部材。
【００５２】
（付記項５）　内視鏡に着脱自在または一体的に設けられた内視鏡用フード部材で、前記
フード部材は内視鏡先端に位置決め固定されることにより、内視鏡先端より突出するフー
ド部材の突出部が内視鏡観察画像内に最も入らないような突出部形成をしている内視鏡フ
ード部材において、対物レンズからの距離よりも照明レンズからの距離が近くなるような
前記突出部の一部に、観察視野範囲内の一部を照らす照明光を通す孔部を形成したことを
特徴とする内視鏡フード部材。
【００５３】
（付記項１～５が解決しようとする課題）　従来、視野にギリギリ入らないような突出長
のフードを装着すると、視野ケラレは無くとも、照明光がケラレてしまい、画面に影が出
てしまう。
【００５４】
（付記項１～５の目的）　照明光のケラレによる画面上の影を極力無くす。
【００５５】
（付記項１～５の効果）　影が消せる。
【００５６】
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【発明の効果】
　請求項１ の発明によれば ード本体の機能を落とすことなく、照明光のケラレに
よる内視鏡の観察画面上の影を低減することができ、観察性能の良い内視鏡用フードを提
供することができる。
【００５７】
　請求項 の発明によれば、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に形成さ
れるフード本体の影の部分にフード本体の先端部を切欠させた凹部によって照明光を導光
してフード本体の影を消すことができる。
【００５８】
　請求項 の発明によれば、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に形成さ
れるフード本体の影の部分にフード本体の壁面の孔によって照明光を導光してフード本体
の影を消すことができる。
【００５９】
　請求項 の発明によれば、内視鏡の照明光の照射時に内視鏡の観察視野範囲内に形成さ
れるフード本体の影の部分にフード本体の先端部内周面の傾斜面によって照明光を導光し
てフード本体の影を消すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態における内視鏡用フードの装着状態を示す縦断面図
。
【図２】　第１の実施の形態の内視鏡用フードの取付け状態を示す内視鏡の先端面の正面
図。
【図３】　第１の実施の形態の内視鏡用フードの照明光導光部を示す要部の縦断面図。
【図４】　第１の実施の形態の内視鏡装置のモニタに表示される内視鏡の観察光学系の観
察画像を示す正面図。
【図５】　本発明の第２の実施の形態を示す内視鏡用フードの要部の縦断面図。
【図６】　本発明の第３の実施の形態を示す内視鏡用フードの要部の縦断面図。
【図７】　（Ａ）は内視鏡の観察視野範囲内にフード本体の影が形成される状態を説明す
るための説明図、（Ｂ）は内視鏡装置のモニタに表示される突出部の影を示す正面図。
【符号の説明】
１　　挿入部
２　　先端部
７　　照明レンズ
９　　対物レンズ
１０　　内視鏡用フード
１０ａ　　フード本体
１１　　突出部
１４　　第２の凹部（照明光導光部）
２１　　導光用の孔（照明光導光部）
３２　　導光用の傾斜面（照明光導光部）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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要解决的问题：为具有优异观察性能的内窥镜提供罩，能够通过照明光
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